
特別支援学級児童の「心のつぶやき伝えるシート」を
活用した交流及び共同学習の充実

－特別支援教育コーディネーターがつなぐ
支援体制づくりを通してー

長期研修員 高野 友美
研究構想図

働き掛け 働き掛け

困り感の軽減
(授業に参加しやすくなる)

苦手さを知ってもらえる
安心感
(本音の吐露と担任への信頼)



〇どうしてよいか分からないとき、通常
学級の友達が「こっちだよ」の合図と
声掛けをしてくれて、動くことができ
るようになったな。

ペア活動のとき声を掛け
ると一緒に取り組めた。
通常学級の友達と同じ活
動ができて楽しかった。

全体のルール提示、分かりやすい言葉の指示、次
の指示を早めに出し隙間時間を作らない支援で、
双方児童が自分で考え動くことにつながった。

気持ちが授業に向かない日でも、取り
組むことを理解でき、友達の誘いがあ
ると授業に参加することができた。

通常学級
児童

特別支援
学級児童


